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2025 年 4 月 1 日　No.528

〒 114-0014　東京都北区田端 1-24-22　山柿ビル３F　　電話番号　03-5842-1931

全国スキー協第33期　第25回常任理事会議事録
日　時　２０２５年３月２７日（木）　２０：００～

議　題

１　この間の日程　省略

２　これからの日程
　　４月２１日　　　　第２６回全国常任理事会（各専門部からの総会議案討議）
　　５月　４～　５日　山スキー部　鳥海山大滑降
　　５月１２or １５日　臨時の常任理事会
　　５月２２日　　　　第２７回全国常任理事会（議案完成各地へ発送）
　　６月　２日　　　　臨時の常任理事会
　　６月　８日　　　　第３４期定期全国総会（オンライン会議）13：00 ～

３　討議事項
１、全国競技大会報告

エントリー　GS100 名、SL75 名 ケガ２名、前日練習で鎖骨剥離骨折、SL で左膝前十時靭帯断裂
収支報告　28,217 円の赤字
・来年は是非デジエントリーを行うべきだ
・ケガの検証を行い次回に生かすべき
・２走１択方式へのアンケート集約を行い来年度に生かす
・金曜夜の夕食の手配の不備を反省
・競技運営マニュアルを作成しどのブロックが行ってもスムーズに運営できるようにすべき
・次回運営を担当するブロックからも実行委員を出すべき

２、各部から
技術・指導員部　山スキーリーダー規程　３月中に小川、岡田、荻原、福島の意見集約完了

「デモンストレータ選考会」を初級・中級・上級指導員検定会の場として活用
スキー指導員規程細則「教程技術」種目の変更（案）
上記２件は次回常任理事会で討議
３月１５～１６日　全国デモ選・テクニカルコンペ開催
参加者１１名　１名東京・横川さんデモ認定
リザルトはホームページを参照

スノーボード部　スノーボード検定会について　
　　　　　　　　　　検定員が２名で実施　対応を次回の常任理事会で再検討
（２面につづく）
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競 技 部　競技規則改定案を提出、総会までに議論を終わらせる
山 ス キ ー 部　５０周年企画案、主催行事の収支報告　次回常任理事会で説明
組 織 局　

●ホームページの進捗状況とりあえず現在のホームページのコンテンツをそのまま移行
実行委員会で精査する。仮ページアドレス　https://wsaj.njsf.net/

スポーツ連盟から
①制作費用は１０万円＋月々の管理費として 5,000 円（年間６万円）
②基本的な更新作業はスキー協で行うが新しくページ作成などが必要な時はスポーツ連盟が行う
③サーバーに余裕があるので各県のページはサーバー移行可能。サーバー使用料はスポーツ連盟が負担

●定期全国総会について
日時　６月８日（日）１３：００～１７：００　オンライン（ZOOM）で行う

●栗岩さんのお別れ会
６月に長野県で開催を計画
全国常任と北信ブロックを中心に実行委員会を立ち上げて開催
メ イ ト 局　３月号は１７日発送

６月号は１５日発送予定　全国大会、デモ選、栗岩さん特集　その他
安全・環境対策
財 政 部　会費等の入金その他

その他　次回の常任理事会は４月２１日　各部議案提出をお願いします。

２０２５年３月２８日
都道府県スキー協・クラブ代表者　御中

全国勤労者スキー協議会
第 34回定期総会招集状

全国勤労者スキー協議会　会長　和田利男

本会規約第９条にもとづき、第３４回定期総会を下記の通り開催します。
総会は、「全国スキー協の次期方針の確立」と、その方針を先頭になって活動する「全国役員」を選出
します。全国定期総会への代議員の派遣をお願いいたします。

―記―
１、日　　　時　６月８日（日）13 時～ 17 時（予定）

２、会　　　場　ＺＯＯＭによるオンライン会議
後日、代議員にはメールでアカウントをお知らせします。

３、議　　　題　①第３３期２年度活動総括、第３４期１年度方針案
②第３３期２年度決算報告と監査報告
③第３４期１年度予算案
④役員の選出
⑤その他
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４、総会の構成　①代議員（都道府県スキー協、直接加入クラブから選出）
②会長、副会長、理事長、副理事長、事務局長、常任理事、監査
③技術、競技、山スキー、スノーボードの各部長（議決権なし）

５、代議員の選出基準（２０２４年１２月の組織調査にもとづく）
直接加入クラブ・・・・・１名　

〈都道府県スキー協〉
①１００名以下・・・・・２名
②１０１～２００名・・・３名
③２０１～３００名・・・４名
④３０１名以上・・・・・５名
※全国理事は県スキー協の代議員として登録できます。

　　＊別紙、代議員登録用紙に記入し、６月１日までにメール、FAX してください。

６、全国役員選出について
①全国理事…各都道府県から１名推薦し、選挙で全国理事を選出。

出来得るだけ、６月１日までに立候補届を出して下さい。
②常任理事…役員選考委員会が県スキー協に要請し、全国理事選出後、全国理事の中から選出する。
③役員選考委員会は役員の立候補を要請したり、また立候補者を審査した後、選挙管理委員会に選

挙を委託する。

７、その他
①４部門部員（技術、山スキー、競技、スノーボード）を各スキー協から選出し、総会後の活動に

踏み出せるようご協力下さい。（登録用紙にご記入し、全国スキー協に送付してください）

栗岩恵一さん（前全国スキー協会長）逝去される
去る２月９日に栗岩恵一さんが逝去されました。
栗岩さんは元ワールドカップ選手で、ケガで引退後は様々な分野で「スポーツと平和」の為に奮

闘されました。
カービング技術を取り入れたスキー技術の普及やスキー協教程制作にも携わり、２０１１年から

２０２１年までスキー協の会長としてスキー協運動にも大きく貢献して頂きました。
心からご冥福をお祈りいたします。
スキー協では北信ブロックが中心になり「偲ぶ会」の開催を計画しております。
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第５１回全国スキー・スノーボード競技大会開催される

２月２１日～２３日 湯の丸スキー場にて第５１回全国スキー・スノーボード競技大会が開催されました。

今回は２走１択方式で開催され１日目ＧＳは１００名、二日目Ｓｌは７５名が参加しました。

個人成績はホームページをご覧ください。

団体戦では以下の成績となりました。

都道府県 人数 ポイント 順位 都道府県 人数 ポイント 順位

東京都 １７ ５５３ １ 和歌山県 ２ １８５ ６

群馬県 ９ ４９９ ２ 埼玉県 ６ １６０ ７

神奈川県 ８ ３２５ ３ 愛知県 ５ １４６ ８

滋賀県 ４ ２４６ ４ 静岡県 ４ ３０ ９

京都府 ４ ２００ ５ 栃木県 ３ ２ １０
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工夫して取組む 12シーズンへ

県スキー協としての目標を掲げて県スキー協としての目標を掲げて
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「スポーツのひろば」別冊全国スキー協機関誌

　年５回発行　定価 320 円　年間購読 2,000 円（送料込）

　このところ世界大会が目白押しです。世界バレーボール、世界柔道、女子サッカーワールドカップ、
世界陸上と、ついつい見入ってしまいます。メダル獲得だけが注目され、取り上げられますが、それ
ぞれの種目で各国の考え方の違いが出ているように感じます。
　世界柔道の男子は惨敗と言われます。パワーをもって、どんな態勢からでも技をかける外国勢。そ
れに比べて日本人同士の対戦をみると、技をかける間合いの探りあいに終止し、技をかけることもな
く「指導」での決着。日本柔道は、負けるべくして負けた、と言えるでしょう。
　“ なでしこジャパン ” が女子サッカーワールドカップで優勝。最後まで走り、早いパス回しで不利
な体格差をカバーして突破するという特徴を出しました。
　こうしたところに考え方が表れているように思います。それぞれが、自分たちの特徴を把握し、そ
れを生かすことを考えた結果でしょう。
　場面は違いますが、私たちスキー協の活動も、同じように考えることが必要でしょう。前号にも書
きましたが、今年も同じようにとマンネリでなく、糸口はどこか？　都道府県スキー協役員会が、他
での成功している取り組みの理由は？　自分たちの目標は何か？　と、突き詰めることがどれだけ出
来たか。今シーズンは、そこにかかっているように感じます。　そうした上で、一つひとつの、目前
の課題をクリアする。限界が先に見えて、「何も手がつかない」でなく、まさに、考え方を変える必
要があるのではないでしょうか。
　“ 同じ轍を踏まないシーズンにする “ ために、各スキー協の 12 シーズンでの取り組み全てを全国
理事会に持ち寄りましょう。（石川記）

（１面のつづき）
前日の 12 日、午後５時から標高 1500㍍辺にある水ヶ塚公園駐車場で開会式が行なわれました。挨拶に立っ

た福田山スキー部長は、「大震災と原発事故など大災害に見舞われたが、山スキーの文化を次の世代に引き継い
でいけるよう願っています。明日は登り 50%、滑降 25%、残り 25% の力は残しておき、安全第一に滑って欲し
い。今きらきら輝いている皆さんの顔が、使用後も使用前と同じように、もっと輝くように、全員が無事で大滑
降を終われるようにスタッフ一同頑張りますので、よろしくお願いします」と述べました。

続いて石川理事長は「日本のスキー界で組織的に山スキーの取り組みは、私たちスキー協が抜きんでている。
従って結果もきちんと出すように、ケガのないよう気を引き締めてやっていただきたい。昨年は大震災で中止と
なり下見となった。今回皆さんが大いに交流し、次の活動に結びつけて欲しい」と激励の挨拶を述べました。

大滑降当日午前中は快晴無風の好天に恵まれ、積雪も多く程よい堅さのざらめ雪で、新五合目駐車場まで滑
降が出来ました。最高点からの滑降は愛知県ぶなの木 B グループの５名で、九合五勺 3550㍍からの大滑降でし
た。多くの参加者は、七合目 3030㍍、八合目 3220㍍からの大滑降で、新五合目 2380㍍までの標高差 1170
～ 650㍍のスキー滑降を楽しみ 13 時 30 分までには全員滑降を終了しました。今回は一人のケガや事故もなく
無事終了出来たことは、好天と良い雪質に加え、福田山スキー部長以下スタッフ一同が指示した安全第一が徹底
され、都道府県とクラブを単位としたチームワークの保持と一定のスキー技術レベル (STT58 点以上 ) が揃った
ことによるものと評価されます。なお用具はアルペンスキーのほか荻原技術教育局長をはじめテレマークスキー
が 30 名ほど、スノーボードが 1 名いました。

閉会式は新五合目駐車場で行なわれました。司会の岩崎氏が「大滑降が大成功に終わった」と述べると大きな
拍手が起きました。吉田行動隊長が行動の総括、「行動中は天気が良く見通しがきき何の心配もなかった。参加
者の皆さんがスタッフの指示をよく守っていただき、大変楽でした。アルペン、テレマーク、ボードと多様な用
具で日本一の富士山を滑り、スキー協の多様な取り組みが裏づけられた。全国各地の山スキーに参加し、スキー
協を大きくしていきましょう」とのべ、拍手のなかで閉会式は終わりました。（こなゆき SC・ 田畑健）

全国スキー協第28回定期総会のお知らせ
4 月 21 ～ 22 日の日程で行われた第 5 回全国理事会は、第 28 回定期総会を次の通り開催することを確認

しました。
日程＝ 6 月 9 日午後 1 時 15 分開会～ 10 日午後 3 時 30 分閉会予定
会場＝ 9 日・帝京平成大学池袋キャンパス内集会室　10 日・豊島区東部区民事務所集会室

全てのスキー協が代議員を送り、総会を成功させよう
4 月に行われた第 5 回全国理事会では、第 28 回定期総会にむけての課題を討議しました。理事会で討議さ

れた内容をもとに、全国スキー協常任理事会はさらに論議、検討を加えて 27 期の総括、28 期活動方針（案）
を練り上げて議案の作成を進めています。議案は 5 月末までには各スキー協に送付します。

今総会時には「スノーボード教程」の発刊・発表を予定しています。これを機会にスノーボードの活動がさ
らに前進することが期待されます。また、来シーズンの行事として震災支援全国スキー競技大会の東北開催と、
この行事には FSGT 招待など、積極的な取り組みを計画しています。

各都道府県スキー協は今シーズンの活動を振り返りながら、各スキー協との活動が全国的に一体に進んでい
く全国スキー協総会となるよう、全てのスキー協が代議員、全国理事の選出をしてくださることをお願い致し
ます。（全国事務局）


